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「知るということ 知らないということ」 

校長  舩迫 仁一 

5月 25日（月）から２7日（水）に 2泊 3日で修学旅行が実施されました。大隅中学校を出発した 25日は

天候に恵まれましたが，26日と 27日は雨の予報。雨の中での屋外活動は大変です。天候に左右されずに，計

画通り実施されることを願っていました。 

2 日目 26 日（火）の活動予定は，長崎市内での平和学習と長崎市内の名所や史跡を自分たちが事前に立

てた計画を基にグループでめぐる自主研修です。心配された雨は，時折小雨が降る程度。平和祈念公園での平

和式典や写真撮影も傘を指すことなく，滞りなく実施され，生徒とともに平和への願いを誓いました。この時

ほど，天気に感謝したことはありませんでした。 

さて，生徒たちが平和集会を行っている間，周りを見渡してふと気づいたことがありました。長崎は古くか

ら国際交流の盛んな地としても知られています。この日は大型のクルーズ船が長崎港に入港していました。平

和祈念公園も海外から来られた多くの観光客で賑わっていましたのですが，平和祈念像の前で，平和祈念像の

ポーズをまねて写真を撮っている外国人観光客の姿でした。それも，複数の観光客のグループが楽しそうに撮

っているのです。楽しい旅行，しかも見知らぬ異国の地。テンションが上がるのも理解できます。でも，違和

感しかありませんでした。私たちはここがどういう場所で，その像が持つ意味も知っています。私たちは子ど

ものころから学んでいるのです。だから，その場所での立ち振る舞いも知っています。 

平和祈念公園はテーマパークではありません。平和祈念像はキャラクター像でもありません。観光客の方々

はその意味を知っているのかと思ってしまいました。「記念」ではなく「祈念」。おなじ「キネン」でも，その

言葉の持つ意味や力は全く違います。「知らない」で許されるものでもないでしょうと私は思うのです。 

「知らない」ということは，時に周りの人を不快な気持ちにさせてしまうことがあるということです。生徒

たちが思う「なぜ勉強をするのか」という疑問に対しての答えのひとつかもしれません。「高校受験があるか

ら」そんな単純なものではなく，「知るということ」「学ぶということ」は，他者との共同生活を上手にやって

いくスキルになり，豊かな人生を送るための礎になります。 

生徒たちが年齢を重ねるにつれ，ますます海外が身近なものとなり，他国を訪れることも，もっと当たり前

になっていくと思います。インターネットなどの ICT の発達がそれを可能にしてきました。そんな時，訪問

先で，自分の国の感覚だけで行動してしまうと非常に危険です。事前に相手の国を知ろうとすること，その努

力は惜しんではいけないと思います。 

身近な自分の周りのことでも同じです。「相手を知ろうとすること」「相手

のことを知らないこと」「自分のことを知ってもらおうとすること」「人間関

係がうまくいくように，そのスキルや知識を知ろうとすること」「スキルや

知識を知ろうとしないこと」 

どうすれば，より良い人間関係を構築できるか。豊かな人生を送ることが

できるか。そして，平和な世界をつくることができるか。 

平和祈念像を見ながら，ふと思い，そして，平和祈念像が教えてくれた気

がしました。 

 



 

＜曽於地区中学校総合体育大会 ＞ 
雨天により順延になった競技もありましたが、今年度も 6月第 2週に曽於地区中学校総合体育大会に各運

動部が出場しました。 

県大会出場権を獲得した部活動もあれば、この大会で３年生が引退する部活動ともあります。しかし、全

員がベストを尽くした大会となりました。これまでの部活動を通して得た多くの学びは、今後の人生でもき

っと心の中に生き続けることでしょう。 

この経験を生かし、県大会出場の部活はあとひと月，地区総体で惜しくも敗れた部は、次なる目標に向か

ってを頑張っていきましょう。 
【県総体出場部は次の通りです！おめでとうございます！】（敬称略） 
  サッカー部     1位 
  弓道部女子団体   1位（ チーム）3位（ チーム） 

女子個人   1位      2位青     3位 
  剣道部男子団体   1位 
     男子個人   1位      2位  
     女子個人   1位 
  卓球部  個人   入賞 
   
 ※ 惜しくも敗れてしまった他の競技の部についても、それぞれ大変健闘しました。皆さん、お疲れ様でした。 

第 1回大隅中校区小・中連携研修会 
 例年大隅中学校区の小学校６校の先生方を大隅中に招き，曽於市小・中学校連携研
修会(大隅地区)を行っています。今年度も 6月 1日（月）に台風接近の悪天候の中で
したが大隅中の生徒の様子をぜひ見たいという小学校の先生方が多数来校されまし
た。特に中学 1年生を昨年度受け持っていた先生方にとっては、わずか 2か月で中学 
生として大きく成長した子供たちの学習の様子を大変嬉し気に参観されていました。
小学校の先生方の授業参観の感想を一部紹介します。 
〇１年生の体育の授業を参観しました。どの生徒も笑顔で楽しそうに活動していました。複式学級の小規模校では

なかなか体験できないので卒業生の他校出身の生徒とのやり取りがとても新鮮でした。 

〇生徒が気持ちの良い挨拶で迎えてくれた。授業態度もとても落ち着いて集中して取り組んでおり成長を感じた。

支援の必要な生徒も教師の声掛けに素直に応じており、信頼関係を感じた。普段どのような声掛けをされているの

か知りたいと思った。 

〇生徒たちが落ち着いて授業を受けており、小学校時代から比べ、かなり成長したように思った。環境の違いで、

ここまで変わっていけることに、子どもたちの可能性を感じた。 

体験活動を通して 
5月 25日(月)から 3日間，２年生は修学旅行、
１年生は 26 日（火）からの２日間で郷土を知る
校外活動,3 年生は同日から 3 日間の職場体験学
習を行いました。働くことの意義を実感した様子
の 3 年生の姿や仲間と共に様々な地で学び，見聞を広げ，思い出作り
に大満足の 2年生，見学やフィールドワークを通して仲間との絆を深めた 1年生。それぞれが貴重な体験を
通じて成長を感じる瞬間がありました。同時に、普段の保護者のサポートのありがたさにも気づいたことでし
ょう。体験を通して学んだことは，長い人生の中でもとても大きな学びへと繋がります。感じたことを今後の
学校生活の中に活かしていってほしいです。 

◆ 7月のスクールカウンセラー来校日 
吉田 先生 ７月 16日（木）午前 森吉  先生 7月 7日（火）午後 
面談を希望される方は，事前に学校（482－0024）までご連絡ください。 

〈 行事予定 〉 
７月の主な行事    

１日 水 
授業参観 PTA 学校保健委員会 

部活動連絡協議会 家庭教育学級開講式 
17日 金 大掃除 終業式 県総体激励式 

２日 木 食に関する講演会 18日 土 県中学校総合体育大会（～24日） 
４日 土 PTAミニバレーボール大会 

22日 水 県音楽コンクール「夏の祭典」 7日 火 1回学校運営協議会 
９日 木 こころ元気タイム第 

11日 土 土曜授業 合唱コンクール 29日 水 県吹奏楽コンクール 

13日 月 第 1回お弁当の日     

＊ 11日(土)の合唱コンクールは大隅文化会館で行います。 


